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屋内GISによる席と会議室の最適化デモ
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上の5つのカードがタブで、在席の確認から席の予約、会議室の割り当て、分析までが流れます。操作

の内容はこのブラウザの中にだけ保存します。「初期状態に戻す」を押すと、保存したデータを削除し

て最初の状態に戻ります。

会社、社員、間取りはすべて架空のサンプルです。画面の内容は初期値で操作した例で、赤枠は操作する場所を示します。

移動時間は通路のデータと、歩く速さや階段、エレベーターの仮定から求めた目安です。

1 「1. 在席」で時刻と部門を選ぶ

その時刻に誰がどこにいるかを表示します。席は部門の色で塗り、会議中や不在の人は薄く表示しま

す。上のボタンで8階から10階までを切り替えられます。



2 一覧で名前を押す



その人のいる階に切り替わり、席か会議室を赤い枠で示します。会議中の人は会議室、席にいる人は

席に枠が付きます。



3 「2. 席予約」で条件を選んで空席を探し、「予約」を押す

10階のフリーアドレスの席を予約します。候補は同じ部門の席に近い順に並びます。図の空席をクリ

ックしても予約できます。



4 「3. 会議」で会議を選び、部屋の提案を見る

定員、設備、時間の重なりを満たす部屋を、評価の良い順に並べます。選べない部屋は評価せず、理

由を示して後ろに並べます。「経路」を押すと、参加者の席から部屋までの経路を表示します。別の

階へ移る位置には行き先を書きます。



5 図の上の「3D」を押す

全階を重ねた立体で表示し、階段やエレベーターを通る経路を縦の線で示します。ドラッグか2本指

で回転、ボタンでも回せます。

6 未定の会議で、提案の部屋の「選ぶ」を押す

部屋が割り当てられ、「部屋が未定です」の注意が消えます。



7 「4 . 割り当て」で「割り当てを見直す」を押す

定員、設備、時間の重なり、固定を守ったまま、移動を優先、バランス、部屋の有効活用の3つの案

を作ります。来客ありの会議を先に割り当て、顧客用の部屋は来客に譲られやすくなります。



8 「部屋の有効活用」の「この案にする」を押し、「この案で確定」を押す

案を切り替えると、部屋が変わる会議の一覧と部屋の使われ方が変わります。確定は人が判断しま

す。動かしたくない会議は、先に固定できます。



9 「5. 分析」で主題図と移動の負担を見る

部屋の利用率と充足率を色の濃さで示します。休憩なしで離れた部屋へ移る人も確認できます。フロ

アのデータは GeoJSON で保存できます。



10 主題図で「到達圏」を選び、図の席や部屋を押して起点を変える





起点から30秒以内、1分以内、1分30秒以内、それより長い範囲を、通路、席、部屋の色の濃さで示し

ます。3Dにすると、階段やエレベーターで上下の階へ広がる様子が分かります。

用語

フリーアドレス 固定の席を持たず、その日に使う席を選ぶ働き方です。

移動時間 通路の長さを歩く速さで割り、階段とエレベーターの時間を足した目安です。最も早い経路で

求めます。

評価 移動時間の合計 × 重み + 空席数 × 重みに、社内の会議が顧客用の部屋を使うときの重みを

足した値です。小さいほど良い部屋です。重みは表や案の下に表示します。

利用率 部屋の会議の時間の合計 ÷ 営業時間です。

充足率 参加人数 ÷ 定員を、会議の時間で平均した値です。

移動の負担 休憩5分未満で、移動に1分以上かかる人数です。

主題図 特定の情報を色などで示した地図です。

到達圏 起点から決まった時間の内に行ける範囲です。通路、階段、エレベーターを通る最も早い経路

で求めます。

GeoJSON 位置や形のデータを表す標準の形式です。GIS のソフトで読み込めます。


